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【Slide:1 テーマ設定にあたって】

　今回創世記を読むにあたり「神のご計画」改め「神による自作自演、出来レース」説が一部寮生の間で浮上した。先日の125周年記念式典の「齋藤さんによる陰謀」が見え隠れすると言われ、自民安倍氏は衆院選を前に「マスコミの陰謀がある」とも言い放った。今年のネット流行語大賞金賞が「ステマ」であったことも記憶に新しいだろう。

　世の中、やはり何かの陰謀によって動いているような気がしてならない。世代間格差で割を食らうであろう僕たちは、やはりこうした考えを捨てずにはいられないかもしれない。

　「グローバル化」によって世界がどんどん近づいていくこの時代に、「見えない大きなちから」が「平和的に世界征服」をしてくれるのかどうかを探っていこう。

【Slide:2 陰謀論とは】

【Slide:3 旧約聖書で見てきた陰謀】

　聖書の登場人物が行なってきた数々の陰謀を、神が咎めたシーンはあまりなかった。むしろ、聖書がこうした「登場人物の陰謀も有りき」で話が進んでいくところは面白い。神は、人の陰謀の上をいく陰謀（計画）をもっていらっしゃるのか。

【Slide:4 現代で最も陰謀がありそうな組織】

【Slide:5 問い】

Q1. グーグルの陰謀とは何か？

Q2. グーグルは神の計画に勝てるだろうか？

【Slide:6 私が思う平和な世界】

① 「みんな仲良く助け合う」ことができれば、なんでもいい

② 人が集まるところには必ず諍いが生まれる。しかし一人で生きていくことが良いことではない

③ グローバル化は、均質化することではなく、差異を認めることによって進められなければならない

【Slide:7 平和な世界の実現のために】

【Slide:8 発表終了】


